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の電極管容量及びターミナル，真空管ソケット等の有
する静電容量は比較的大きな値であつて，これらの容
量を含めて考えなければならない。次に上述の理論式
からえられる計算結果と実験結果の比較を示す。
〔計算例1〕
　DC　amplifierの周波数特性（図1（b）の場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
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従つて例1の数値をL式に代入すると
　　　　　　　1．4・104●7．2・los　　　　・み一2＋重句雀・・亟≒43’1°1°
　　　　　　　　　　5．9・104
生じるから極めて複雑なものとなる。従って上述の特
性式は近似的な解を与えるにすぎないが，演算回路の
理論的解析にあたり，その根源となるDC　amplifier
の数値的情報をうることは極めて有用な問題である。
叉設計上の問題にっいても種々の指針を与え且っ各種
の演算回路の性能を判定する基準ともなる。
　本研究は高速，低速両用アナゴムの設計基準に対す
る理論的研究の一部をなすものである。上述のDC
amplifierの電圧利得，周波数巾の大いさ等が演算回路
に及ぼす影響にっいては次回の報告に譲りたい。
　本研究は神保教授の直接指導のもとに行われたもの
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計算結果及び笑測値を図5（a）に示す。
　（6）κ』10の場合（ゑ＝1＋ff』11，τtを無視する
　　　と）
　　　　ωα2≒31．10t（，，ωα≒5．6・105，　fa≒90［KC］
　　　　ζa≒0．65
計算結果及び実測値を図5（b）に示す。これらの計算
例が示す如く，実験結果に対し比較的良い近似を示し
てゐる。
　　　　　　　5．む　　す　　び
　上述の理論式は図1の回路に対する理想的な場合の
解析結果である。実際には各種の浮遊容量は多くの場
合分布容量であり，且つ抵抗，配線間等の結合回路が
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であって，神保教授の多大の御指導に対し鼓に深甚の
謝意を表する次第である。
　倫本研究に御助力を与えられた東京芝浦電気橡式会
社守田敬太郎氏，新井正氏，ワピ嶋三郎氏等の方々に深
甚の敬意を表したい。叉本実験に御助Jj’を与えられた
大学院学生西徳次郎，西山栄枝，森本正人君並びに工
学部ゼミ学生諸君に謝意を表する。
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